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1. はじめに 

「男は仕事、女は家庭」という我が国のジェンダー役割

分業解消に向け、さまざまな方面で近年の女性の社会進出

が起きている[1]。一方で、依然として男性の家事・育児参

加の積極さが欠けており、男女共同を妨げている。厚生労

働省の調査によると、6 歳未満児がいる世帯における 1 日

当たりの育児関連時間は女性が 3 時間 9 分に対し、男性は

33 分と非常に短い[2]。他の先進諸外国と比べても、男性の

平均育児時間は 3倍以上の差がある[3]。その時間差以上に、

家事を併用する女性への育児の負担は、大きくなっている

ことに気づく必要がある。日中に外で仕事をする男性側は、

家事成果（掃除・洗濯・夕食の準備等）は有形であるため帰

宅後に気づく事は可能であるが、育児における成果（授乳・

おむつ交換・抱っこ・寝かしつけ等）については，無形であ

るため男性側に気づかれにくい。家族内の家事・育児の側

面には，有形・無形のケアワークが含まれ，長い期間，我が

国では，両者の役割分担にジェンダー・バイアスが潜む。男

女共同参画社会を実現するためには、育児負担など無形な

成果を評価することが必要である[4]。 

 

1.1 育児意識変容の重要性 

ある世論調査において「男性が家事や子育てに参画する

ために必要なこと」として、「夫婦間でのコミュニケーショ

ン」や「男性自身の家事育児に参加する抵抗感をなくす」こ

とを必要とする回答が多い[5]。父親の育児参加によって子

や夫婦関係に与えられるポジティブな影響も多く認められ

ており[6]、次世代を育成することの幸福・満足感に気づか

せ共有することが、より健全な育児環境を支援する[7]。男

性が今すぐ直ちに育児に参加・参画のするのは困難である｡ 

―――――――――――――――――――――――――― 
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まずは女性の育児負担を理解し、育児に寄り添う姿勢を持 

つことが今後の育児参加のキーになるであろう。本研究で

は、夕方には無形になっている育児のケアワーキング成果

を記録共有するアプリケーションを開発した。育児活動デ

ータを保存し、データを男性と共有することにより、男性

が日々の育児負担に気づき、目を向け積極的参加をうなが

すことを期待し、同時に、育児参加に対する社会的意識変

容のためのきっかけとなるプロジェクトで配付検証した。 

 

見えないところで
の育児を気に掛

ける

日中に行われる
育児活動の内容
を記録する

日々の育児負担量を伝達・共有
⇒女性に寄り添う積極的な育児参加を促す

図 1 本研究における開発目的の概要 

 

2. アプリケーションの処理構造 

本アプリケーションシステムは、Android OS 対応スマー

トフォン及びタブレット端末での使用が可能になるよう開

発した。以下にシステムチャートを図示する[図 2]。 
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アプリ起動

性別の選択・登録

女性を選択

男性を選択

・プッシュ通知の送信
・画面の表示と更新

「授乳」ボタンをタップ

「おむつ交換」ボタンをタップ

or クラウド
サーバー

・ログの閲覧
・レスポンスの送信

時刻記録

記録モジュール

記録モジュール

図 2 アプリケーションの処理フローチャート 

 

2.1 システムの詳細 

アプリ画面には「授乳した時間」を記録するボタンと、

「おむつを交換した時間」を記録するボタンを実装し、育

児活動成果を記録したい場合に、各ボタンをタップするこ

とでケアワーク活動別に記録が保存、及び画面上に確認表

示される。ケアワークカテゴリーは特に、負担が大きい 2

項目に選定し、記録閲覧とインターフェース操作をシンプ

ルでわかりやすく実装した。また、育児ログの既読有無を

伝えることで、育児負担を慰労し評価するため、既読時の

レスポンスメッセージ機能も実装した。 

 

2.2 クラウドシステム機能 

本アプリケーションでは、記録したデータをクラウドサ

ーバーに保存し、リアルタイムでお互いの保存データをリ

ストビューに表示・更新する機能を有している。ボタンを

タップするとクラウドサーバーを介して、相手にプッシュ

通知が送信される。これによりログの更新に気づくことが

可能であり、情報共有の円滑化が期待される。 

 

3. 検証方法 

6 歳未満児がいる世帯を対象にアプリケーションの機能

評価をした。図 3 のアプリケーションは、GooglePlay 公開

配布や「KODO プロジェクト」の支援を受けて実施した。

機能評価では世帯訪問して面接法を実施するなど男性側・

女性側の家事・育児意識に関する調査を実施した。 

 

図 3 アプリケーション ver.1 画面 

 

3.1 結果 

検証結果は学会登壇時に発表する。 

 

4. おわりに 

育児参加・参画を果たすプロセスとして、育児意識を変

容させるプロセスは重要である。本研究の支援は、育児参

加の気づきを支援するものである。日常において育児成果

など無形なケアワークに気づき感謝することは、健やかな

育児環境と男女共同参画のプロセスになる。 
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